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国
内
で
は
、
経
済
不
況
と
い
う
厳
し
い
状
況
の
中

で
、
児
童
虐
待
や
犯
罪
の
凶
悪
化
な
ど
社
会
を
震
撼

さ
せ
る
事
件
や
事
故
が
多
発
し
て
お
り
、
急
を
要
す

る
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
福
祉
を
と
り
ま
く

環
境
も
、
今
だ
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
少
子

高
齢
社
会
へ
の
対
応
を
図
る
た
め
の
転
換
期
を
迎
え

て
お
り
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

施
設
現
場
で
は
、
平
成
十
二
年
の
介
護
保
険
制
度

の
導
入
に
始
ま
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る

方
々
の
質
の
向
上
を
図
る
諸
制
度
が
整
備
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
十
五
年
度
に
は
、
障
害
福
祉
の
支
援
費
制

度
が
実
施
さ
れ
、
障
害
者
が
自
ら
の
意
思
で
制
度
を

利
用
で
き
る
仕
組
み
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
福
祉
制
度
が
定
着
す
る
た
め
に
は
、

利
用
者
が
必
要
と
す
る
情
報
が
提
供
さ
れ
る
と
と
も

に
、
選
択
で
き
る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
用
意
さ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
施
設
で
は
「
情
報

の
開
示
」「
苦
情
解
決
」「
拘
束
な
き
介
護
」「
事
故
防

止
」
な
ど
、
利
用
者
を
支
援
す
る
制
度
と
、
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
に
む
け
「
第
三
者
評
価
事
業
」
な
ど

の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
社
会
経
済
状
況
を
ふ
ま
え
、
社
会

福
祉
の
分
野
で
も
英
知
を
結
集
し
、
創
意
工
夫
で
、

少
し
で
も
明
る
く
希
望
と
潤
い
の
も
て
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
者
に
提
供
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

共
楽
荘
施
設
長　

阿
部
秀
昭
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セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
・
グ
ル
ー
プ
の
力

　
「
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
・
グ
ル
ー
プ
」と
は
、

「
同
じ
悩
み
や
問
題
を
抱
え
る
本
人
や

家
族
の
自
主
的
な
グ
ル
ー
プ
」の
こ
と
。

　

障
害
者
団
体
や
疾
病
・
難
病
の
患
者

会
、
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
依
存
症
を
持

つ
人
た
ち
の
自
助
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
他
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー

や
子
ど
も
と
死
別
し
た
遺
族
の
会
、
引

き
こ
も
り
や
不
登
校
の
本
人
・
家
族
の

会
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
会
な
ど
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
関
わ
る
グ
ル
ー
プ
も
あ

り
、
そ
の
分
野
は
幅
広
く
、活
動
形
態

も
、気
持
ち
の
分
か
ち
合
い
を
中
心
に

行
う
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
社
会
へ
の
啓
発

活
動
を
積
極
的
に
行
う
グ
ル
ー
プ
ま
で

多
様
で
す
。

　

―
仲
間
と
出
会
っ
た
こ
と
で
、
悩
ん

で
い
る
の
が
自
分
一
人
で
は
な
い
こ
と

を
知
り
、
孤
独
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
分

の
あ
り
の
ま
ま
を
受
け
止
め
て
い
け
る

こ
と
に
気
づ
い
た
―

　

こ
れ
は
、
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
・
グ
ル
ー

プ
の
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
口
に
す
る
言

葉
で
す
。

　

問
題
に
直
面
し
て
い
る
人
た
ち
は
、

と
も
す
る
と
、「
弱
く
」
手
を
差
し
伸
べ

る
べ
き
存
在
と
し
て
見
ら
れ
が
ち
で

す
。し
か
し
、自
分
と
同
じ
よ
う
な
悩
み

を
抱
え
て
い
る
人
た
ち
の
存
在
や
そ
の

悩
み
を
乗
り
越
え
て
き
た
知
恵
は
、
問

題
を
抱
え
て
い
る
人
に
と
っ
て
、
大
き

な
勇
気
と
励
ま
し
を
与
え
る
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
自
分
の
経
験
を
生
か
す
こ

と
で
、
そ
の
人
自
身
が
生
き
る
力
を
取

り
戻
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
も
、

セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
・
グ
ル
ー
プ
の
力
な
の

で
す
。

求
め
ら
れ
る
専
門
的
な
支
援

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
・

グ
ル
ー
プ
の
活
動
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
、
市
民
活
動
の
視
点
か
ら
一
体
と

し
て
と
ら
え
、
情
報
提
供
や
学
習
・
交

流
機
会
の
提
供
、
冊
子
発
行
な
ど
を
通

し
、
当
事
者
、
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
・
グ
ル

ー
プ
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
（
本
来
持
っ

て
い
る
力
を
充
分
に
発
揮
し　

自
分
で

決
定
す
る
力
を
持
て
る
よ
う
に
は
た
ら

き
か
け
る
）
と
と
も
に
、
理
解
者
・
協

力
者
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

平
成
九
年
度
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い

る
「
か
な
が
わ
市
民
カ
レ
ッ
ジ
」
で
は
、

当
事
者
や
福
祉
・
医
療
の
専
門
職
、
学

生
や
勤
労
者
、
主
婦
な
ど
様
々
な
立
場

の
参
加
者
が
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
・
グ
ル
ー

プ
の
メ
ン
バ
ー
の
体
験
談
に
耳
を
傾

け
、
交
流
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
は
、「
自

分
と
同
じ
悩
み
を
持
つ
人
と
出
会
い
た

い
。
グ
ル
ー
プ
を
探
し
て
い
る
」「
自
分

の
経
験
を
役
立
て
た
い
。
グ
ル
ー
プ
を

つ
く
り
た
い
」「
イ
ベ
ン
ト
の
広
報
を
手

伝
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
、
グ
ル
ー

プ
に
つ
な
が
る
前
の
人
や
、
グ
ル
ー
プ

運
営
に
関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

特
に
、
既
存
の
グ
ル
ー
プ
に
合
わ
な

い
人
や
、
難
病
患
者
な
ど
、
地
域
で
仲

間
と
出
会
い
に
く
い
人
、
身
体
的
・
精

神
的
な
問
題
で
外
に
出
に
く
い
人
か
ら

の
相
談
な
ど
も
増
え
、幅
広
い
情
報
の

収
集
・
蓄
積
と
適
切
な
提
供
、
潜
在
的

な
当
事
者
の
掘
り
起
こ
し
や
、
運
営
基

盤
の
弱
い
、
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
を
支
え

る
た
め
の
し
く
み
づ
く
り
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
や

活
動
支
援
を
専
門
的
に
行
っ
て
い
る
支

援
組
織
は
、
欧
米
諸
国
を
中
心
に
、「
セ

ル
フ
ヘ
ル
プ
ク
リ
ア
リ
ン
グ
ハ
ウ
ス
」

「
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と

い
っ
た
名
称
で
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

国
内
で
は
、
平
成
五
年
に
設
立
さ
れ

た
「
大
阪
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
支
援
セ
ン
タ

ー
」
を
初
め
と
し
て
全
国
の
六
府
県
に

あ
り
、
そ
の
多
く
は
、
当
事
者
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
市
民
の
方
々
が
運
営

の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特
定
非
営
利
活
動
法

人
）
難
病
の
こ
ど
も
支
援
全
国
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」や「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
楽
患
ね
っ
と
」

な
ど
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
担
わ

れ
て
い
る
民
間
団
体
が
、
特
定
分
野
を

対
象
に
、
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
の
手
伝
い

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
行
っ
て
い

セルフヘルプ・グループを支えるために
～かながわボランティアセンターの新たな取り組みから～

　疾病・障害の当事者団体や依存症の自助グループ、
引きこもり本人の会など、最近、セルフヘルプ・グ
ループの活動が、新聞紙面などでも取り上げられる
ようになってきました。
　「かながわボランティアセンター」（以下、センタ
ー）では、平成１５年度より、セルフヘルプ活動に関

する相談や学習・交流機会を充実させると共に、グ
ループの活動拠点（セルフヘルプ活動コーナー）の
提供を行い、支援を充実させます。
　今回の特集では、センターの取り組みを通して、
セルフヘルプ・グループの活動の意義や、支えるた
めに必要なことを考えます。
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ま
す
。

相
談
の
充
実
と
活
動
拠
点
の
提
供

　

本
県
で
は
、
�
横
浜
市
女
性
協
会
・

横
浜
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
女
性
の
自

助
グ
ル
ー
プ
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
ふ
れ
て

き
た
よ
う
な
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
支
援
の
課

題
を
踏
ま
え
、
平
成
十
五
年
度
よ
り
、

「
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
支
援
事
業
」と
し
て
、

従
来
事
業
の
成
果
を
生
か
し
、
さ
ら
に

力
を
入
れ
て
い
く
方
針
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
メ
ン
バ
ー
を
呼
び
か

け
る
た
め
の
登
録
制
度
の
整
備
や
相
談

体
制
の
充
実
と
併
せ
、
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ

・
グ
ル
ー
プ
の
活
動
拠
点
と
し
て
「
セ

ル
フ
ヘ
ル
プ
活
動
コ
ー
ナ
ー
」
を
、
か

な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
（
横
浜
駅
西
口

徒
歩
五
分
）十
五
階
に
開
設
し
ま
す
。　

　

大
き
な
窓
ガ
ラ
ス
か
ら
陽
が
入
る
、

明
る
い
雰
囲
気
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

は
、
グ
ル
ー
プ
が
打
ち
合
わ
せ
や
簡
単

な
作
業
な
ど
を
行
う
際
に
利
用
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。

　

そ
の
一
角
に
は
、
車
椅
子
を
利
用
す

る
方
や
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・

人
工
膀
胱
所
有
者
）
の
方
の
ほ
か
、
乳

幼
児
連
れ
の
方
な
ど
、
誰
も
が
利
用
し

や
す
い
よ
う
配
置
さ
れ
た
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ト
イ
レ
（
愛
称
「
み

ん
な
の
ト
イ
レ
」）
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
（
仲
間
同
士

に
よ
る
支
援
）
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

相
談
室
を
二
部
屋
設
け
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
豊
か
な
道
を
作
る
た
め
に

　

セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
支
援
機
関
は
、

「
仲
間
と
つ
な
が
り
た
い
」「
他
の
グ
ル

ー
プ
や
社
会
資
源
と
つ
な
が
り
た
い
」

と
い
う
、
当
事
者
や
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
・

グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
の
交
差
点
の
よ
う

な
存
在
で
す
。

　

当
事
者
や
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
・
グ
ル
ー

プ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
豊
か
な
道
を
作
っ

て
い
く
た
め
に
、
支
援
機
関
も
、
幅
広

い
情
報
や
知
識
を
蓄
積
し
て
い
く
と
と

も
に
、
相
談
を
受
け
止
め
る
懐
の
深
さ

が
必
要
で
す
。

　

そ
れ
に
は
、
拠
点
の
確
保
と
い
う
利

点
を
生
か
す
一
方
で
、「
セ
ル
フ
ヘ
ル

プ
支
援
事
業
」
を
取
り
組
む
に
あ
た
っ

て
「
当
事
者
を
中
心
と
し
た
市
民
参
加

の
体
制
を
い
か
に
つ
く
っ
て
い
く
か
」

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
セ

ン
タ
ー
で
は
、
す
で
に
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ

・
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
や
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
、
学
識
経
験
者
等
を
交
え

た
運
営
組
織
を
立
ち
上
げ
、
事
業
を
企

画
・
実
施
す
る
な
ど
、
当
事
者
の
参
加

と
事
業
を
す
す
め
る
過
程
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
活
動
の
基
盤

を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

（
か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

かかななががわわボボラランンテティィアアセセンンタターーののごご案案内内
　センターでは、セルフヘルプ活動支援事業のほか、
「ボランティアをしてみたい・求めたい・学びたい」
などのご相談や活動への支援を行っています。お気軽
にご利用ください！
◇開 館 日　年中無休（１２月２９日～１月３日を除く）
◇相談時間　９時～１７時まで（１２階のボランティアコ

ーナーは２１時まで利用できます）

横浜市神奈川区鶴屋町
２－２４－２（ＪＲ横浜駅
西口下車徒歩５分）
�０４５－３１２－１１２１（代）
�０４５－３１２－６３０７
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かながわボラン�
ティアセンター�
（県民センター内）

←小田原�

ダイアモンド�
地下街入口�

高島屋�

天理ビル�

南12出口�

西口�

横浜駅�

ホテルリッチ�

アカデミービル� 鶴見町歩道橋�

防災センター�

三越�

MORE’S

青
木
橋
→
�

東京→�

県民センター最上階（１５階）には、打ち合わせや
作業ができるフリースペースが設けられます

悩み事や相談がある時など気軽に使える相談室（左）と入口にゆっ
たりとしたスペースをとり機能面も充実したみんなのトイレ（右）
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Ⅰ
身
近
な
地
域
福
祉
の
仕
組
み
づ
く
り

１
共
に
支
え
合
う
地
域
福
祉
の
推
進

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
障
害
の

あ
る
人
も
な
い
人
も
、
誰
も
が
地
域
に

お
い
て
「
共
に
生
き
、
支
え
合
う
社
会
」

を
め
ざ
し
て
、
地
域
福
祉
の
推
進
方
策

や
支
援
計
画
の
あ
り
方
等
を
広
く
検
討

し
な
が
ら
、
市
町
村
等
と
と
も
に
地
域

福
祉
の
推
進
に
取
り
組
む
。

【
主
な
重
点
事
業
】

○
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成

事
業
費
（
新
規
）
…
地
域
福
祉
推
進
の

核
と
な
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
養
成

し
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る

○
権
利
擁
護
推
進
事
業
費
…
障
害
者
等

の
権
利
擁
護
を
促
進
す
る
た
め
、
専

門
相
談
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援

助
、
苦
情
解
決
等
に
対
し
助
成
す
る

２
障
害
者
が
自
立
し
生
活
す
る
た
め
の

環
境
の
整
備

　

本
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
障
害
者

福
祉
の
支
援
費
制
度
が
円
滑
に
施
行
で

き
る
よ
う
、
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
選
択

へ
の
支
援
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
基
盤
の
整

備
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
関
す
る
情
報

提
供
や
指
定
事
業
者
に
対
す
る
指
導
等

に
取
り
組
む
。

　

ま
た
、
障
害
者
が
自
立
し
社
会
参
加

で
き
る
よ
う
、
障
害
者
地
域
作
業
所
や

知
的
障
害
者
生
活
ホ
ー
ム
等
へ
の
支
援

な
ど
、
在
宅
障
害
者
に
対
す
る
施
策
の

充
実
を
図
る
。

【
主
な
重
点
事
業
】

○
支
援
費
事
業
者
情
報
提
供
事
業
費

（
新
規
）
…
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
情
報

提
供
を
行
い
、
障
害
者
等
が
自
ら
サ
ー

ビ
ス
を
選
択
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る

○
障
害
者
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
従
事
者

現
任
研
修
事
業
費
（
新
規
）
…
資
質
の

向
上
を
図
り
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
資
す
る
た
め
、
現
任
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
従
事
者
研
修
を
実
施
す
る

○
障
害
者
地
域
作
業
所
運
営
費
補
助
…

在
宅
障
害
者
が
作
業
活
動
等
を
行
い
、

地
域
で
生
活
す
る
場
で
あ
る
障
害
者
地

域
作
業
所
の
運
営
を
支
援
す
る

３
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
環
境
づ
く

り
　

市
町
村
が
行
う
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
や
地
域
で
の
子
育
て
支
援
機

能
の
強
化
、
私
設
保
育
施
設
に
対
す
る

助
成
な
ど
引
き
続
き
支
援
を
行
い
、
児

童
の
適
切
な
保
育
と
処
遇
の
向
上
を
図

平成１５年度当初予算（案）主要施策の概要から、重点項目と新規事業を中心に掲載
　　　一般会計１５年度当初予算額　　１４６，３３２，３１５千円

　　　一般会計１４年度当初予算額　　１５９，８９５，７２０千円

　　　前年度比　　　　　　　　　　　　　　８．５％減

「明るい長寿・福祉社会」の構築をめざして
～１５年度県福祉部予算（案）の概要～

主要施策の概要（一部抜粋）

◎…新規、※…緊急地域雇用創出特別対策基金活用事業
（単位：千円）

予算額事　　業　　名

Ⅰ身近な地域福祉のしくみづくり
１共に支え合う地域福祉の推進

（１）地域における共同、協調の推進

　ともしび運動等推進事業費

◎地域福祉コーディネーター養成事業費

　住民参加型地域づくり促進事業費

　民生委員児童委員活動推進事業費

（２）地域福祉を推進する基盤の充実

　　市町村社協強化推進事業費補助

　　障害者ケアマネジメント体制整備推進事業費

　◎障害者ケアマネジメント従事者現任研修事業費

（３）サービスの質の確保と権利擁護の充実

　　権利擁護推進事業費

　◎第三者評価推進事業費

　　子ども人権相談室推進事業費

（４）交流と社会参加の促進

　　高齢者社会活動振興事業費

（５）自立を支える福祉の充実

　　生活福祉資金貸付事業費

２障害者が自立し生活するための環境の整備

（１）支援費制度の円滑な運用

　◎支援費指定事業者登録事業費

　◎支援費事業者情報提供事業費

　　支援費支給事業者指定事務費

　　障害児者地域療育等支援事業費

　◎支援費制度における生活ニーズ調査事業　※

（２）地域生活支援サービスの充実

　　障害者社会参加推進費

　　知的障害者生活ホーム等運営事業費

　◎障害者のための防災マニュアル作成事業　※

　　障害者のための日常生活支援ガイド作成事業　※

（３）福祉的就労の場の確保

　　障害者小規模通所授産施設運営費補助

　　障害者地域活動センター運営費補助

　　障害者地域作業所運営費補助

　

１５２，５１９

２，０００

１，９００

２８１，７６１

１，０５０

４，４９６

１，０００

２２２，６７３

１，１００

１８，５２８

１６，２９６

６４，７４８

３，２３０

２，８５０

９７５

９２，５７９

６１，４０４

６６，９６８

４８８，５４９

１２，６４２

１１，２６５

１６，５００

８８，９０５

６９３，５２２
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る
。

　

ま
た
、
被
虐
待
児
童
へ
の
ケ
ア
の
充

実
を
図
る
た
め
、
専
門
里
親
の
養
成
を

進
め
る
と
と
も
に
、
お
お
い
そ
学
園
に

お
け
る
処
遇
環
境
の
向
上
、
学
校
教
育

実
施
体
制
の
整
備
を
図
る
。

【
主
な
重
点
事
業
】

○
延
長
保
育
事
業
費
…
十
一
時
間
を
超

え
て
延
長
保
育
を
実
施
す
る
保
育
所
に

対
し
補
助
を
行
う

○
病
後
児
保
育
事
業
費
（
新
規
）
…
病

気
回
復
期
で
あ
り
集
団
保
育
が
困
難
な

児
童
を
、
保
育
所
等
で
一
時
的
に
保
育

す
る
事
業
に
対
し
補
助
す
る

○
認
定
保
育
施
設
補
助
事
業
費
…
一
定

の
要
件
を
満
た
し
、
市
町
村
長
が
認
め

た
認
定
保
育
施
設
に
対
し
、
保
育
サ
ー

ビ
ス
に
必
要
な
経
費
を
助
成
す
る

○
里
親
研
修
事
業
費
（
新
規
）
…
被
虐

待
児
童
を
養
育
す
る
た
め
の
専
門
里
親

の
養
成
等
を
実
施
し
資
質
向
上
を
図
る

４
高
齢
者
が
安
心
し
て
く
ら
せ
る
保
健

福
祉
の
充
実

　

平
成
十
五
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

新
た
な
「
か
な
が
わ
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
（
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
を
含

む
）」
に
基
づ
き
、
市
町
村
と
の
連
携
に

よ
っ
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
や
必
要

な
基
盤
整
備
を
進
め
る
。

　

ま
た
、
高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て

く
ら
せ
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
介
護
予

防
や
生
活
支
援
の
た
め
の
事
業
に
取
り

組
む
。

【
主
な
重
点
事
業
】

○
介
護
支
援
専
門
員
サ
ポ
ー
ト
事
業
費

…
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
質
を
確
保
す

る
た
め
、
介
護
支
援
専
門
員
の
研
修
、

相
談
窓
口
の
設
置
、
リ
ー
ダ
ー
養
成
等

の
支
援
を
行
う

○
介
護
予
防
地
域
支
え
合
い
事
業
費
補

助
…
要
援
護
高
齢
者
等
の
生
活
を
支
援

す
る
た
め
、
介
護
予
防
事
業
や
生
活
支

援
型
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
市
町
村
に
対
し

助
成
す
る

Ⅱ
保
健
･
医
療
･
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

基
盤
づ
く
り

１
社
会
福
祉
施
設
等
の
総
合
的
な
整
備

　

入
所
待
機
者
の
解
消
を
目
指
し
て
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
保
育
所
な
ど

民
間
社
会
福
祉
施
設
の
整
備
に
対
し
て

引
き
続
き
支
援
す
る
と
と
も
に
、
利
用

者
の
処
遇
水
準
を
確
保
す
る
た
め
、
施

設
の
運
営
に
対
し
支
援
を
行
う
。

２
保
健
･
医
療
･
福
祉
を
担
う
人
材
の

確
保

　

質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

向
け
て
、
福
祉
人
材
の
養
成
・
確
保
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
福
祉
施
設
職
員

等
の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
の
研
修
や

介
護
支
援
専
門
員
の
相
談
・
援
助
活
動

へ
の
支
援
等
を
行
う
。

Ⅲ
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
総
合
的
な

支
援

　

障
害
者
や
高
齢
者
を
は
じ
め
、
県
民

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
し
、
積
極
的
に

社
会
参
加
で
き
る
よ
う
「
福
祉
の
街
づ

く
り
条
例
」
の
普
及
啓
発
に
努
め
る
と

と
も
に
、
民
営
鉄
道
駅
舎
へ
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
等
の
整
備
な
ど
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

３子どもが健やかに育つ環境づくり

（１）子育て支援の充実

　　子育て支援拠点整備推進費

　　家庭養育支援事業費

　◎子育て支援活動情報収集・発信支援事業　※

（２）多様な保育サービスの拡充

　　延長保育事業費

　◎病後児保育事業費

（３）認定保育施設等への支援

　　認定保育施設補助事業費

　　保育サービス情報提供・苦情解決体制整備事業費

　　届出保育施設巡回アドバイザー事業費

（４）放課後児童クラブの充実

　　◎放課後児童クラブ整備費補助

（５）虐待防止対策等の推進

◎里親研修事業費

　児童虐待防止対策支援員配置事業　※

（６）子どもの相談体制の充実

　　総合療育センター相談等事業費

４高齢者が安心してくらせる保健福祉の充実

（１）介護保険制度の円滑な運営

　　介護保険事業者指定・指導事業費

　　介護支援専門員サポート事業費

（２）介護予防・生活支援サービスの充実

　　介護予防地域支え合い事業費補助

Ⅱ保健・医療・福祉サービスの基盤づくり
１社会福祉施設等の総合的な整備

（１）民間社会福祉施設等の整備促進

　　特別養護老人ホーム等整備費補助

　　介護老人保健施設整備費補助

　　ケアセンター整備費補助

　　障害福祉施設整備費補助

　　児童福祉施設整備費補助

　　保育所施設整備費補助

（２）県立社会福祉施設の整備・運営の充実

　◎おおいそ学園空調設備工事費等

　◎湘南老人ホーム設備整備費

　◎さがみ緑風園診療所運営委託費

　◎さがみ緑風園調理業務委託費

（３）施設サービスの向上

　民間社会福祉施設運営費補助

２保健・医療・福祉を担う人材の確保

　　介護福祉士等修学資金貸付事業費

　　障害者ホームヘルパー養成研修事業費

　　離職者福祉施設就職支援事業　※

３医療保障等の充実（略）

Ⅲ福祉のまちづくりの総合的な推進
１福祉のまちづくりの推進及び普及啓発

　　福祉の街づくり条例施行事業費

　　福祉のまちづくり活動事業費補助

２公共交通機関のバリアフリーの促進

　　民営鉄道駅舎福祉施設整備費補助

３安心してくらせる住まいの確保

　　重度障害者住宅設備改良費補助

９８，０７５

１４，９７４

２，０３３

８８５，７３４

９，７７２

１１３，８７５

３，３４５

２，５５３

５，２９１

２，２８０

２８，５２９

５８，８３７

７，３０６

１３，９６８

９４３，０８３

　

３，７０７，７８５

５５０，５７０

５６１，９９４

１，３６８，０６９

６６，３４９

４４２，６０９

２３，５００

１６，０００

３８４，１５７

１７８，８１７

２，１２７，３２６

６７，２５２

１，１３３

４，２５０

　

７，１０９

１，６５０

２５５，８２３

５６，８３９
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セーフティネットの充実と明日を担う子どもたちの成長ために
～１５年度横浜市福祉局予算案の概要～

この表は平成１５年度当初予算案主要施策の概要から、重点項目と新規事業を中心に掲載
　　　一般会計１５年度当初予算額　３２０，２８４，０００千円　　　　　　　　　　　

　　　一般会計１４年度当初予算額　３０１，１０７，０００千円　　　　　　◎…新規、○…拡充
　　　　　　　　　　　前年度比　　　　　　６．４％　　　　　　　（単位：千円）
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予 算 額概　　　　要事　業　名

１１３，７９７，０７４
９３，８９２
４４９，１１５
２７，６２７

３８５，６５４

６，４５６，４５４
３，６０７

８７３，２５３
２，０１４，８００
３５７，２５０
２，６６１，６８７
１，３１８，７５６
２，４１９，４３０
１５，９４７，１７９
１０７，９４８

４，６３４

１４，０００
１７２，８４４
１０，０００
４０，２００
２７１，９２８
９６４，７４５
４５４，５４２

６，１６２，２７１
２，７７４，９３４
４，６０４，８４７
８８，１７９
２４６，０５３
５，０００
１９，１８３

８，３３９，５８１
６，７００
５８，０２１
１，０００

６，３７４

６１，６０７

２２，０００
７０，０００

◎低所得者の保険料減免の実施等
・認定要件の緩和（低所得者の保険料減免基準に合わせて設定）等

・受入枠の確保（ショートステイセンター１０症、介護老人保健施設５
症）
・１５年度から国制度に移行（従前の対象者については､１５年度に限り１４
年度給付額の半額を給付）
・新規１２カ所、継続７カ所、建替１カ所
・設置・運営する民間施設団体が「特別養護老人ホーム申込受付セン
ター（仮称）」に対する運営費助成（２年間）
・新規７カ所、継続６カ所
・新規１カ所、継続６カ所
・新設１８ユニット
・新規重症心身障害児施設１カ所、知的障害者通所更生施設１カ所等
・社会福祉型、新規３カ所、継続２カ所
・１４７カ所
・施設訓練等支援費１０，５５４百万円、在宅生活支援費５，１９９百万円
◎企業支援事業（特例子会社設立ノウハウを持つＮＰＯに相談支援事
業を委託）
・就労援助センター運営４カ所
◎障害者健康手帳（仮称）のモデル実施（地域の診療所等と障害専門
医療機関との連携を検討）２カ所等
◎区の計画策定着手６区等
◎相談・サービス提供の窓口を全区に設置（新規は１０月実施）
・評価検討委員会の設置（市独自の評価基準の検討）等
・貸付資金の創設（償還に際し１ ／ ２を助成）
・新規１カ所、継続１カ所
・天神寮の建替え等
・ホームレス等への自立の支援と援護のための施設整備

・新設１９カ所、継続１カ所
・１時間の時間延長サービスの実施６３園
・定員３００人増
・継続１カ所、建替１カ所
・施設整備費助成
・４カ所目の児童相談所の設置及び青少年センターの移転改築
・２４時間、２６５日受け入れ可能な緊急一時保育の実施１カ所
・１４年８月より県から市へ事務委譲
・育児不安を抱える養育者同士のグループミーティングの設置
・子育て支援者による子育てとグループ支援を実施
・プレイリーダー（ボランティア）を育成し、子どもの自由な遊びに
取組む地域活動への支援
・引きこもりがちな不登校児童生徒への家庭訪問（ハートフルフレン
ド訪問）
○従来の小･中学校障害児支援に加え、盲･ろう･養護学校の児童生徒
への通学支援等を新規実施
・肢体不自由養護学校に看護師を配置（５校）
・軽度の情緒障害のある児童が、普通学級に在籍しながら、特別な指
導を受けることができる教室を寺尾小学校に整備

Ⅰ福祉･保健･医療～セーフティネットの充実～
　介護保険事業の推進
　介護保険にかかる利用者負担の助成
　高齢者食事サービスの推進
◎高齢者緊急ショートステイの実施
　
　在宅重度要介護者家庭援護金の給付

　特別養護老人ホームの整備
◎特別養護老人ホーム申込受付センター
（仮称）の設置
　介護老人保健施設の整備
　地域ケア施設の整備
　高齢者グループホームの整備
　障害児・者施設の整備
　障害者地域活動ホームの設置
　障害者地域作業所の運営助成
　支援費制度関連事業の推進
　障害者の就労機会の拡大

　障害者の医療環境の整備

　地域福祉計画の策定・推進
　横浜生活あんしんセンターの機能拡充
◎福祉サービス第三者評価の実施
◎NPO福祉保健サービス拠点への支援
　福祉保健活動拠点の整備
　救護施設の整備
　寿福祉プラザの整備

Ⅱ子ども・教育～明日を担う子どもたちの成長～
　保育所の整備
　市立保育所長時間保育の推進
　横浜保育室の設置
　母子生活支援施設の整備
　日本水上学園の再整備
◎児童相談所・青少年相談センターの整備
◎２４時間型緊急一時保育の実施
　児童扶養手当の支給
　親と子の心の健康づくりの充実
　子育て支援者事業の推進
◎子どもの遊びサポート事業

　不登校児童生徒への支援

　障害児の学校生活の支援

◎養護学校の医療的ケア体制の整備
　通級指導教室の整備
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活力あるいきいきとした市民生活のために
～15年度川崎市健康福祉局予算案の概要～

この表は平成１５年度当初予算案主要施策の概要から、重点項目と新規事業を中心に掲載
　　　一般会計１５年度当初予算額　１２７，６５２，７５８千円　　　　　　　　　　　
　　　一般会計１４年度当初予算額　１１８，６３５，４９２千円　　　　　　　◎…新規、○…拡充
　　　　　　　　　　　前年度比　　　　　　７．６％　　　　　　　　　　（単位：千円）
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予 算 額概　　　　要事　業　名

１０９，８９７
９００，２２３
１０，７１５

１，１５７，３５２

２，４８７，０４９
８３１，２００
２６０，７９３

３８，００９，６９５

５２８，３５８

１，３２９，８００

５４２，５８８

７，７００，８６５

３３４，２５２
５０，８９２

１６６，５４１
３５２，７６６
７，０００

７，６７９，２０１

５８，５６１

２９，６３９
１，１４９
９０，８０２
３７，２３０

２，６００
３，１１８，３３７

　
・各区保健所と福祉事務所を統合し仮称保健福祉センターを新設

・基礎調査→計画策定
・多摩福祉館移転に伴う多摩区内複合施設の整備等
　
・完成２カ所、着工２カ所、増床１カ所
・完成１カ所、着工１カ所
・完成１カ所
◎介護相談員派遣事業（特養等へ相談員を派遣）、フットケア推進事業（寝た
きり防止等に有効な足指及び爪の手入れの普及を図る）、高齢者音楽療法モ
デル事業、痴呆性高齢者やすらぎ支援員派遣事業、高齢者外出支援事業（民
間事業者を活用した送迎サービスの実施）等
○高齢者住宅改造費助成事業（助成対象限度額の引き上げ）

◎ひとり暮らし等高齢者見守り事業（民生委員等を中心に地域主体の見守り
ネットワークを構築）
○緊急通報システム事業、日常生活用具給付事業等
◎高齢者保健福祉施策等研究事業（リバースモーゲージ的な財産活用サービ
ス導入の可能性についての調査研究）
○高齢者パワーリハビリテーション推進事業等
・４３カ所→４６カ所

◎障害者施設等運営費貸付金（支援費制度に係る運営費貸し付け）
○ホームヘルプサービス事業（原則、重度障害者→中･軽度も対象に拡大）、
デイサービス事業（地域福祉活動ホーム１１カ所→１２カ所）、グループホーム事
業（４３カ所→５４カ所）、知的障害者施設訓練等事業等
・新規１カ所
◎多摩区内援護施設等の整備、幸区内通所授産施設の基本構想策定
○宮前区内入所更生施設の整備
○精神障害者グループホームへの助成等
○重度障害者福祉タクシー事業（人工透析者　年１０８回→１２０回）等
・支援費制度への移行等を受けた計画の改定

・保育所待機児童の解消（H１４：７０５人→H１５：５８６人）、認可保育所の整備
（整備費等補助２カ所等）
○地域保育園の援護（２９カ所→３０カ所）、民間保育所運営費等（２４カ所→２５カ
所）、一時保育事業経費の助成（６カ所→７カ所）、公立保育所延長保育を年
度内に全園実施（８１カ所）
○民間保育所内での地域子育て支援センターの運営（４カ所→５カ所）、子育
て広場の運営（２カ所→８カ所）
○仮称保健福祉センターにおける乳幼児虐待予防教室の開催等

整備費補助１カ所
新設１カ所
乳幼児健診等に合わせて子育て学習の機会を提供
◎民間児童厚生施設の整備（多摩区内児童館の実施設計費補助）
○「わくわくプラザ」事業の実施、子ども文化センターの機能充実

福祉のこころが息づくまちづくり
＜保健・医療・福祉の連携＞
◎保健福祉総合相談窓口の設置
　保健医療福祉情報システムの運用
○地域福祉計画の策定
　複合施設の整備
＜総合的な高齢者福祉施策の推進＞
　特別養護老人ホームの整備
　介護老人保健施設の整備
　老人デイサービスセンターの整備
介護保険制度及び高齢者福祉施策
の着実な推進

　自立支援施策の推進
　　
　
　生涯現役施策の推進

　　
○在宅介護支援センター機能の強化

＜障害者の自立と社会参加の促進＞
　障害者支援費制度への着実な対応
　　
　　

◎重度心身障害児施設の整備
　知的障害者援護施設の整備
　
　精神障害者の自立と社会参加の促進
　障害者の移動手段の整備
◎障害者保健福祉計画の策定

子どもたちが健やかで健全に育つまちづくり
　保育の充実

　地域子育て支援体制の確立

　児童虐待防止対策事業
　里親制度事業の推進
　乳児院の整備
○児童ファミリーグループホーム事
業の推進
０歳児からの子育て学習支援事業
新しい児童健全育成事業の推進
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県
社
協
の�

第
四
十
一
回
社
会
福
祉
研
究
発
表
大
会
を
開
催

　

二
月
十
四
日
、「
変
わ
り
ゆ
く
家
族
像
〜
福
祉
現

場
の
対
応
の
あ
り
方
は
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
四
十

一
回
社
会
福
祉
研
究
発
表
大
会
を
、
百
三
十
名
を
超

え
る
参
加
者
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、「
家
族
」
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
る
中
で
、
福
祉
現
場
で
利
用
者
本
位
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
、
家
族
と
ど
う
接

し
て
い
く
の
か
、
児
童
・
高
齢
・
障
害
の
各
分
野
か

ら
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
分
野
で
は
、
藤
野
知
弘
氏
（
中
心
こ
ど
も
の

家
施
設
長
）
が
、
実
親
の
虐
待
に
よ
る
入
所
が
増
加

し
て
い
る
中
で
、
長
期
入
所
、
退
所
後
の
支
援
な
ど

を
、
施
設
が
負
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
で
も
や
は
り
家
族
を
求
め
て
い
る
子
ど

も
た
ち
を
支
え
て
い
く
た
め
に
は
、
家
族
指
導
が
重

要
で
あ
り
、
地
域
を
含
め
た
連
携
が
必
要
と
報
告
。

　

ま
た
、
高
齢
分
野
か
ら
は
小
川
泰
子
氏
（
ラ
ポ
ー

ル
藤
沢
施
設
長
）が
、施
設
は
、
家
族
が
家
族
で
い
ら

れ
る
距
離
を
保
つ
た
め
の
支
援
を
す
る
だ
け
で
、
全

て
を
請
け
負
え
る
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
改
め
て
誰

の
た
め
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
展
開
し
て
い
く
べ

き
な
の
か
が
、
今
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

さ
ら
に
、
障
害
分
野
の
田
代
哲
郎
氏
（
厚
木
精
華

園
施
設
長
）
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
障
害
を
持
つ
方
々

は
、
生
活
全
て
を
家
族
に
頼
っ
て
き
た
部
分
が
多

く
、
そ
れ
が
本
人
の
当
た
り
前
な
生
活
を
阻
害
し
て

き
た
の
で
は
な
い
か
。
特
に
成
人
の
場
合
、
独
立
し

た
大
人
と
し
て
、
地
域
の
中
で
普
通
に
生
活
し
て
い

け
る
支
援
体
制
が
必
要
で
は
な
い
か
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
大
溝
茂
氏
（
昭

和
女
子
大
学
短
期
大
学
部
助
教
授
）
よ
り
、「
福
祉
実

践
を
通
し
て
、
利
用
者
に
と
っ
て
の
家
族
と
は
何
か

を
改
め
て
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。
利
用
者
の
自
己

実
現
を
支
援
す
る
こ
と
は
、
そ
の
家
族
の
円
満
な
関

係
を
支
え
る
こ
と
で
あ
り
、
家
族
の
多
様
性
と
個
別

性
を
理
解
し
利
用
者
・
家
族
と
共
に
歩
む
現
場
実
践
を

期
待
し
た
い
」
と
の

ま
と
め
が
あ
り
ま
し

た
。

　

午
後
は
、「
児
童
」「
障
害
」「
子
育
て
支
援
」「
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
地
域
・
人
材
支
援
」
の
七
分

科
会
に
分
か
れ
、
三
十
二
件
の
研
究
成
果
の
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
虐
待
や
子
育
て
支
援
、
地
域
生
活

支
援
や
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
拘
束
等
の
今
日
的

課
題
か
ら
、
多
飲
水
・
水
中
毒
や
新
た
な
処
遇
向
上

へ
の
取
組
み
な
ど
、
福
祉
現
場
で
活
躍
す
る
方
々

の
、
熱
心
で
心
強
い
発
表
が
続
き
ま
し
た
。

　

大
会
レ
ジ
ュ
メ
集
を
ご
希
望
の
方
は
、（
�　

―
０４５

　

―
１
４
２
９
）
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

３１１

（
研
修
研
究
課
）

�

�

�

�

���������������������������������������

���������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

【
賛
助
会
員
】
本
会
事
業
の
主
旨
に
賛
同
し
、
賛
助
会
員

と
し
て
ご
入
会
い
た
だ
き
ま
し
た
企
業
・
団
体
等
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

▽
㈱
エ
バ
ジ
ツ
▽
多
摩
川
電
気
㈱
▽
㈱
ハ
リ
マ
ビ
ス
テ
ム

▽
都
築
電
気
㈱
▽
㈱
加
藤
定
一
商
店
▽
京
浜
化
工
㈱
▽
京

浜
警
備
保
障
㈱
▽
富
士
産
業
㈱
▽
㈱
三
和
製
作
所
▽
東
名

テ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク
㈱
▽
㈱
ジ
ャ
パ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
横
浜
営

業
所
▽
日
本
オ
ー
チ
ス
･
エ
レ
ベ
ー
タ
㈱
▽
㈱
エ
ム
リ
▽

小
玉
牛
乳
店
▽
㈱
安
田
物
産
▽
㈲
横
浜
綜
合
印
刷
▽
あ
ん

ざ
い
㈱
▽
㈱
柏
苑
社
▽
朝
日
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
㈱
▽
㈱
神

奈
川
機
関
紙
印
刷
所
▽
㈱
金
港
堂
▽
㈱
花
月
堂
▽
㈱
ミ
ナ

ト
事
務
器
▽
㈱
ト
シ
ダ
▽
㈱
ね
ず
ら
む
▽
㈱
八
雲
堂
▽
和

光
文
具
㈱
▽
㈱
ト
ミ
ヤ
▽
㈱
有
隣
堂
▽
㈲
筒
井
書
房
▽
㈱

日
本
旅
行
横
浜
支
店
▽
名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
㈱
▽
㈱
Ｊ
Ｔ

Ｂ
平
塚
支
店
▽
㈱
旅
ジ
ェ
ッ
ト
ト
ラ
ベ
ル
セ
ン
タ
ー
▽
相

鉄
観
光
㈱
▽
ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
横
浜
日
東
ラ
イ
フ
㈱
▽
㈱
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
▽
㈱
ソ
ー
ゴ
ー
イ
ベ
ン
ト
▽
日
進

サ
ン
セ
ル
フ
▽
㈱
ヤ
マ
シ
タ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
▽
�
太

陽
生
命
ひ
ま
わ
り
厚
生
財
団
▽
㈱
三
木
組
▽
理
想
科
学
工

業
㈱
▽
三
井
住
友
ケ
ア
ネ
ッ
ト
㈱
▽
特
定
非
営
利
活
動
法

人
北
條
の
里
▽
あ
い
お
い
損
保
保
険
㈱
▽
東
宝
防
災
㈱　

　
【
施
設
部
会
事
業
協
力
者
】
ヨ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
、
ク
リ
ス

マ
ス
イ
ベ
ン
ト
等
の
招
待
行
事
や
物
品
の
寄
託
等
で
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
企
業
・
団
体
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▽
諸
磯
ヨ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
▽
鎌
倉
市
海
水
浴
場

運
営
委
員
会
▽
富
士
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
㈱
▽
エ

ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
㈲
▽
パ
ン
パ
シ
フ
ィ

ッ
ク
ホ
テ
ル
横
浜
▽
横
浜
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
▽
山
口

児
童
文
化
研
究
所
▽
東
神
工
芸
㈱
▽
藤
澤
電
気
㈱
▽
㈱
東

三
産
業
▽
Ｏ
Ｋ
㈱
▽
㈱
荒
川
莫
大
小
製
造
所
▽
山
之
内
製

薬
㈱
▽
㈲
カ
メ
オ
カ
▽
ジ
ョ
ン
ソ
ン
㈱（順

不
同
、
敬
称
略
）

　

温
か
い
ご
支
援
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
今
後
と

も
ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

日頃の活動から家族支援のあり方を語るシンポジ
ストの方々、上はコーディネーターの大溝氏

本
年
度
も
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
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図 書

★続・施設内虐待～克服への新たなる挑戦
（市川和彦、誠信書房）
★実践　成年後見№４特集～市町村長の申
立ての促進（田山揮明他、民事法研究会）
★高齢者虐待～専門職が出会った虐待・放
任（寝たきり予防研究会、北大路書房）
★高齢者虐待を未然に防ぐため～早期発見
の手引き（朝日新聞厚生文化事業団）
★障害学の主張（石川准・倉本智明他、中
央法規）
★人のなかに街のなかに（あおば作業所設
立２０周年記念事業実行委員会）
★福祉２１ビ－ナスプランの挑戦～パ－トナ
－シップのまちづくりと茅野市地域福祉計
画（土橋善蔵・鎌田實他、中央法規）
★わがまちの地域福祉計画づくり～地域福祉
推進実践集（生活福祉研究機構、中央法規）
★震災ボランティアの社会学　〈ボラン
ティア＝ＮＰＯ〉社会の可能性（山下祐介
・菅磨志、ミネルヴァ書房）

資 料

★社会福祉施設の人材確保に関する需要調
査報告書～平成１４年度／市町村社協活動現
況報告書～地域福祉計画策定に向けて～
２００３年（本会）
★高校生保育介護体験活動の手引き（神奈
川県教育委員会）
★福祉職場における業務の標準化とマニュ
アル作り（中村俊二、東京都社協）
★特養老人ホ－ムにおける身寄りのいない利用
者への支援の手引きＱ＆Ａ（東京都社協）
★痴呆ケアの新しい展開（安田生命社会事
業団・全国痴呆性高齢者グループホーム協会）
★全国自立生活センタ－協議会年鑑　２００１
年度版（全国自立生活センタ－協議会）
★５０年のあゆみ（神奈川県母子寡婦福祉連
絡協議会）
★相模原市地域福祉計画市民実態調査報告
書（相模原市社協）

本会「福祉資料室」がこの１カ月間に収集
した主なものを掲載しました。福祉資料室
には閲覧室があり、文献検索、資料利用相
談、貸出し等のサービスも行っています。
◆利用時間：月曜日～金曜日（第３金曜、
祝日、年末年始等を除く）の９時～17時
◆貸出し：２週間３冊まで
◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
３月25日（火）～26日（水）は蔵書点検
のため臨時休館いたします

図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料図書・資料
か
な
が
わ
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

事
務
所
の
移
転
に
伴
う
引
越
し
作
業
の
た

め
、
３
月　

日
�
か
ら　

日
�
ま
で
臨
時
休
館

２５

３１

日
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
求
人
票
の
閲
覧

や
求
人
・
求
職
登
録
、電
話
に
よ
る
問
合
せ
等
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
＝
か
な
が
わ
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

�　

―　

―
１
４
２
８

０４５

３１１

ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
・
障
害
者
福
祉
助
成
金

◇
対
象
・
助
成
金
額
＝
①
障
害
の
あ
る
大
学
生

奨
学
金
月
額
５
万
円
、②
施
設
整
備
、研
修
、
調

査
、文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
等
の
上
限　

万
円
、

１００

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
上
限　

万
円

３０

◇
申
込
み
＝
３
月　

日
�
ま
で
（
た
だ
し
奨
学

３１

金
の
供
与
受
付
は
５
月　

日
ま
で
）

１０

◇
問
合
せ
＝
�
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団

�　

―
３
２
４
８
―
０
６
９
１

０３

　
　

―
３
５
４
２
―
５
１
６
５

FAX
０３

音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル�
愛
・
そ
れ
は
…
�

◇
内
容
＝
オ
カ
リ
ナ
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
地
域

作
業
所
合
唱
な
ど
、
誰
も
が
参
加
で
き
る
楽
し

い
音
楽
イ
ベ
ン
ト
で
す

◇
日
時
＝
４
月　

日
�　

時
開
演

２７

１３

◇
会
場
＝
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

◇
参
加
費
＝
無
料

◇
申
込
み
＝
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

◇
問
合
せ
＝
Ｋ
Ａ
・
Ｎ
Ａ
・
Ｇ
Ａ
・
Ｗ
Ａ
音
楽

ふ
れ
あ
い
協
会

�　

―　

―
９
２
２
３

０４５

５７５

児
童
相
談
所
の
移
転
の
お
知
ら
せ

　

機
能
充
実
を
図
る
た
め
、
横
須
賀
・
小
田
原

・
相
模
原
の
各
児
童
相
談
所
は
、
４
月
１
日
に

次
の
と
お
り
移
転
し
ま
す
。

◇
問
合
せ
＝
県
児
童
福
祉
課

�　

―　

―
４
６
５
５

０４５

２１０

　
　

―　

―
８
８
５
７

FAX
０４５

２１０

寄
託
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
寄
託
金
】（
敬
称
略
）

▽
広
瀬
公
子
▽
田
中
良
平
▽
脇
隆
志　

（
計
二
八
、
〇
〇
〇
円
）

【
寄
託
品
】（
敬
称
略
）

▽
神
奈
川
県
機
器
健
康
保
険
組
合
▽
神
奈
川
県

定
年
問
題
研
究
会

電　　話住　　所児童相談所（担当区域）

０４６－８３６－４３４０
↓

046－828－7050

横須賀市根岸町４－２－２４
↓

横須賀市日の出町1－4－7

横須賀（横須賀・逗子・三浦
市、葉山町）

０４６５－２３－０３８８
↓

0465－32－8000

小田原市南町２－４－４７
↓

小田原市荻窪350－1

小田原（小田原・南足柄市、
中井・大井・松田・山北・開成
・箱根・真鶴・湯河原町）

０４２－７４２－４６９８
↓

042－750－0002

相模原市相模大野６－１５－３７
↓

相模原市淵野辺２－７－２

相模原（相模原・大和市､城
山・津久井・相模湖・藤野町）

　

元
本
会
会
長
矢
柴
信
雄
氏
が
、
２
月

６
日
、
呼
吸
不
全
の
た
め
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
享
年　

歳
。
故
人
は
、
昭
和　

９２

２７

年
か
ら　

年
ま
で
県
副
知
事
を
歴
任
。

３４

昭
和　

年
か
ら　

年
ま
で
、
本
会
会
長

３５

４２

と
し
て
、
社
会
福
祉
事
業
の
推
進
に
多

大
な
る
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
。
ご
冥

福
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
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こ
れ
ま
で
、
企
業
の
取
り
組
み
や
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
考
え
方
を
ヒ
ン
ト
に
、
社
会

福
祉
法
人
が
こ
れ
ま
で
の
知
識
や
経
験
を
生
か
し
、
地
域
福
祉
推
進
の
中
核
的
な
存
在

と
し
て
転
換
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
柄
を
考
え
て
き
ま
し
た
。

　

最
終
回
の
今
回
は
、
株
式
会
社
川
原
経
営
総
合
セ
ン
タ
ー
経

営
部
門
統
括
取
締
役
・
薄
井
照
人
氏
に
、
こ
れ
ま
で
の
記
事
を
振

り
返
り
な
が
ら
、
今
後
の
社
会
福
祉
事
業
の
展
望
や
課
題
に
つ

い
て
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
ら
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
構
築
す
る

企
業
の
姿
勢
か
ら
学
ぶ
も
の
（
最
終
回
）

連載

変
革
す
る
時
代
の
な
か
で

　

本
年
四
月
、
い
よ
い
よ
支
援
費
制
度

が
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
制

度
施
行
か
ら
三
年
が
経
過
し
、
報
酬
単

価
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、政
府

の
総
合
規
制
改
革
会
議
等
の
結
果
を
受

け
、
福
祉
分
野
に
お
け
る
株
式
会
社
の

参
入
も
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
う
ご
き
か
ら
、

今
後
も
社
会
福
祉
法
人
の
経
営
環
境
は

よ
り
厳
し
い
方
向
に
進
む
と
推
測
さ
れ

ま
す
。

　

し
か
し
、
悪
い
環
境
変
化
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
の
「
措
置
制

度
」
は
様
々
な
規
制
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
の
工
夫
が
生
か

せ
な
い
環
境
で
、
と
も
す
れ
ば
横
並
び

の
サ
ー
ビ
ス
に
な
り
が
ち
だ
っ
た
も
の

が
、「
契
約
」の
名
の
も
と
に
、経
営
と
い

う
責
任
が
与
え
ら
れ
、
創
意
工
夫
と
い

う
自
由
な
権
限
が
与
え
ら
れ
た
と
考
え

て
も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�
　

今
年
度
の
連
載
で
は
、
一
年
間
に
渡

り
、
民
間
企
業
の
経
営
を
取
り
上
げ
て

き
ま
し
た
。
読
者
の
中
に
は
、
自
分
た

ち
と
は
関
係
の
な
い
話
だ
と
思
わ
れ
た

方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
業
界
で
あ
っ

て
も
経
営
の
本
質
は
同
じ
で
す
。
安
定

的
な
経
営
を
継
続
的
に
行
い
、
計
画
的

に
利
益
を
「
事
業
所
の
・
利
用
者
の
・

そ
し
て
職
員
の
皆
様
方
の
」
た
め
に
有

効
に
活
用
す
る
こ
と
。
そ
の
経
営
の
本

質
を
、
長
年
培
っ
て
き
た
民
間
企
業
か

ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

そ
し
て
、
多
様
な
手
法
を
取
り
入
れ
て

い
く
と
い
う
柔
軟
性
を
持
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
、
あ
え
て
異
業
種
の
企

業
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
、
混
迷
す
る
日
本
経
済
の
中
で
の

民
間
企
業
の
経
営
姿
勢
を
見
て
く
だ
さ

い
。決
し
て
、利
益
だ
け
を
追
求
し
て
経

営
が
成
り
立
つ
時
代
で
は
な
く
な
り
ま

し
た
。
顧
客
に
満
足
し
て
も
ら
う
だ
け

経
営
の
本
質
を
考
え
る

で
な
く
、
感
動
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

経
営
理
念
の
重
要
性
や
存
在
意
義
だ
け

で
な
く
、
社
員
の
充
実
感
や
自
己
実
現

を
ど
う
経
営
に
生
か
し
て
い
く
か
が
経

営
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
。

�
　

さ
て
、
こ
こ
で
今
回
の
連
載
で
紹
介

し
た
企
業
の
様
々
な
取
り
組
み
を
振
り

返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
五
月
号
（
富
士
屋
ホ
テ
ル
㈱
）
…
社

員
満
足
へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
た
、
顧

客
満
足
の
実
現

○
六
月
号
（
ワ
タ
ミ
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

㈱
）
…
経
営
者
の
想
い
を
社
員
に
伝
え

て
い
く
大
切
さ
と
意
識
共
有
の
必
要
性

○
七
月
号
（
㈱
リ
ソ
ー
教
育
）
…
敗
者

復
活
の
人
事
評
価
制
度
を
通
し
た
、
社

員
の
自
立
性
と
育
成
の
大
切
さ

○
八
月
号
（
㈱
ニ
ッ
ポ
ン
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
シ
ス
テ
ム
ズ
）
…
社
員
の
自
己
実
現

と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
や
る
気
）
を
高

め
る
職
場
環
境
作
り

○
九
月
号
（
日
本
鋼
管
病
院
）
…
利
用

者
の
視
点
に
立
つ
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド

コ
ン
セ
ン
ト
（
説
明
と
同
意
）
と
セ
カ

ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
に
対
す
る
考
え
方

○
十
月
号
（
㈱
く
ら
し
の
友
）
…
顧
客

の
声
を
、
受
け
止
め
る
体
制
作
り
と
よ

り
良
い
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
仕
組
み

○
十
一
月
号
（
㈱
ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
タ
イ

ル
）
…
潜
在
顧
客
を
視
野
に
入
れ
た
商

品
作
り
か
ら
、
発
想
の
転
換
の
必
要
性

一
年
間
の
連
載
を
振
り
返
っ
て

○
十
二
月
号
（
日
本
チ
ェ
ー
ン
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
協
会
）
…
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ

ル
の
向
上
の
た
め
の
人
材
育
成

○
一
月
号
（
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
）
…
社
員

個
々
の
発
想
の
活
用
と
、
情
報
の
共
有

化
（
ナ
レ
ッ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

○
二
月
号
（
㈱
日
本
バ
リ
ュ
ー
総
合
研

究
所
）
…
事
業
者
・
顧
客
双
方
の
視
点

に
立
っ
た
情
報
提
供
の
あ
り
方

�
　

そ
の
他
、
参
考
と
な
る
民
間
企
業
の

手
法
を
紹
介
し
ま
す
。

①
経
営
の
専
門
性
…
担
当
役
員
制
（
理

事
）・
社
外
役
員
（
評
議
員
）
を
有
効
活

用
で
き
る
体
制
作
り

②
財
務
管
理
…
経
営
計
画
に
基
づ
い
た

予
算
と
実
績
の
対
比
、
前
年
同
月
対

比
、
そ
し
て
財
務
・
経
営
分
析
等
の
手

法
の
活
用

③
人
事
制
度
…
現
在
、
多
く
の
民
間
企

業
が
多
種
多
様
の
制
度
を
運
用
し
て
い

ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の

失
敗
と
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
失
敗
を
参
考
と
し
活
用
す
る

　

以
上
、
こ
れ
ら
を
行
え
ば
必
ず
良
く

な
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

企
業
の
多
く
は
、
様
々
な
手
法
を
見

出
し
活
用
し
て
い
き
ま
す
が
、
そ
の
根

底
に
は
、
何
故
必
要
な
の
か
と
い
う
確

固
た
る
目
的
が
あ
り
、
そ
の
目
的
に
向

か
っ
て
社
員
全
員
が
一
丸
と
な
っ
た
か

ら
こ
そ
、
効
果
が
得
ら
れ
た
の
で
す
。

経
営
の
専
門
性
を
高
め
る
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全
て
を
真
似
る
の
で
は
な
く
、
自
法

人
で
今
、
本
当
に
必
要
と
さ
れ
、
改
善

が
必
要
な
事
柄
で
、
業
務
に
支
障
を
き

た
さ
な
い
も
の
か
ら
順
に
、
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

�
　

ま
た
、
こ
れ
ら
が
全
て
利
益
を
目
的

に
行
わ
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
。
継
続
的
な
経
営
に
利
益
は

必
要
不
可
欠
で
す
。
し
か
し
、
何
故
必

要
な
の
か
を
、
再
度
理
解
し
て
い
た
だ

き
た
い
の
で
す
。　　

　

例
え
ば
、「
個
別
ケ
ア
」
と
聞
い
て
、

そ
ん
な
手
間
を
か
け
て
い
た
ら
経
営
が

成
り
立
た
な
い
と
い
う
考
え
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
は
、
社
会
福
祉
本
来
の
役
割

を
見
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま

利
益
は
サ
ー
ビ
ス
の
対
価

す
。　

利
益
を
前
面
に
出
し
す
ぎ
ず
、

バ
ラ
ン
ス
（
ウ
エ
イ
ト
）
を
大
切
に
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

�
　

本
来
、
社
会
福
祉
は
一
人
ひ
と
り
の

幸
せ
を
意
味
す
る
も
の
。
自
宅
で
の
お

世
話
が
難
し
い
お
年
寄
り
や
障
害
者
、

子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
そ
の
ご
家
族
の

た
め
に
、
少
し
で
も
困
難
を
減
ら
し
、

豊
か
で
潤
い
の
あ
る
生
活
を
実
現
で
き

る
よ
う
支
援
す
る
中
心
的
役
割
を
、
社

会
福
祉
法
人
は
担
っ
て
い
ま
す
。　　

　

施
設
が（
組
織
）安
定
的
に
継
続
し
て

存
在
し
な
く
て
は
、
利
用
者
・
職
員
そ

し
て
両
方
の
家
族
が
悲
し
む
の
で
す
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
の
利
益
の
必
要
性

を
わ
か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
を
願
う
福
祉
に

　

今
日
の
社
会
福
祉
事
業
を
培
っ
て
き

た
の
は
、
誰
も
が
困
窮
し
て
い
る
時
代

に
、
手
を
差
し
伸
べ
よ
う
と
努
力
し
た

献
身
的
な
精
神
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。そ
の
精
神
は
、今
日
民
間
企
業
が
追

い
求
め
て
い
る「
顧
客
満
足
・
感
動
」の

考
え
方
に
他
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
精
神
と
英
知
を
集
結

し
た
、新
し
い
時
代
の
組
織
作
り
に
期
待

し
な
が
ら
、
今
連
載
の
ま
と
め
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
か
わ
は
ら
け
い
え
い
そ
う
ご
う
せ
ん
た
ー
）

ひと・ネットワーク
ひと・ネットワーク1 2 5

　２月に開催された社会福祉研究発表大会
で、当学園で生活する自閉症者Ⅰさんが、情
緒安定した生活を送るための単独外出への支
援について発表を行いましたが、時間枠があ
まりにも小さく苦労しました。Ⅰ君との実践
を『象』に例えると、小さい窓からどこを見
て頂けばいいだろうか、一番重要で特徴のあ
る『鼻』は入らないし…と思案の結果、『耳』の
辺りを中心にご紹介させて頂きました。
　Ⅰ君と出会って５年になりますが、尽きぬ
おもしろさでとりこになっています。　“身の
回りに起こる出来事が原因で、心に広がる
様々な「不安」を『安心できる方向』『楽しい
方向』へ案内して欲しい”　これが、Ⅰ君の一
番必要としていることだと思えます。ですか
ら、私はさしづめ生活のツアーコンダクター
といったところでしょうか。
　お正月に自宅へ帰り、寒い中あちこち出か
けて楽しんできたⅠ君。ところが、疲れたの
か学園に戻ってから風邪をひいてしまいまし
た。発熱、頭痛、咳がⅠ君を襲います。「病気
になったらアイスノンを枕に、冷やしタオル
をおでこに」これがⅠ君の鉄則らしく、終日
そのような態勢で横たわっています。２、３
日たってもよくならず、心配になったのか、
Ⅰ君「いつ治りますか？」
私「薬を飲んで寝てればだんだん治りますよ」
Ⅰ君「いつですか？いつ治るんですか？」
そう迫られ、『だんだん治る』といったファジー
な概念は納得できないんだと気付きました。
　そこで、紙に《風邪が治るカード》と書い
て、朝・昼・夕の７日分位のマスを作り、薬
を飲むたびにシールを貼り、全部貼れたら治
ると伝えました。するとⅠ君は安心して、表
情が和らぎました。実際には、風邪の後イン
フルエンザになり、カードも３回更新しまし
た。Ⅰ君もその度に治る日の期日更新を受け
入れ、全快して普通生活に戻りました。この
出来事が元で、更に次の実践が生まれたので
すが、その話は、また、いつか、どこかで！

「私はⅠ君のツアーコンダクター」

神奈川県立ひばりが丘学園
中村妙子
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医
療
・
福
祉
経
営
を
総
合
的
に
支
援
す
る

株
式
会
社 
川
原
経
営
総
合
セ
ン
タ
ー　

﹇
業
務
内
容
﹈

◇
公
的
病
院
、
民
間
病
院
、
診
療
所
の
経
営
支
援

◇
社
会
福
祉
法
人
・
医
療
法
人
の
設
立
、
経
営
支
援

◇
ト
ー
タ
ル
人
事
シ
ス
テ
ム
の
導
入
支
援

◇
医
療
福
祉
経
営
・
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
支
援

◇
社
会
福
祉
法
人
、
医
療
法
人
の
監
査
業
務
と
監
査

証
明

◇
相
続
税
対
策
及
び
事
業
承
継
支
援

◇
財
産
運
用
の
企
画
・
立
案
及
び
実
行
支
援

☆
福
祉
施
設
専
用
会
員
制
度
『
ふ
く
ろ
う
会
』

（
医
療
・
福
祉
の
情
報
提
供
・
研
修
等
）

﹇
連
絡
先
﹈

〒　

－

０
０
０
４
東
京
都
港
区
新
橋
２－
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「
連
載
」
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い

〒　

－

０
８
４
４

２２１
横
浜
市
神
奈
川
区
沢
渡
４－

２

県
社
協
企
画
課
内「
福
祉
タ
イ
ム

ズ
編
集
係
」
ま
で



第６１６号　福祉タイムズ　２００３．３．１５　第三種郵便物認可 （１２）

レ
ス
パ
イ
ト
で
皆
の「
ほ
っ
！
」の
お
手
伝
い
を
し
ま
す

も
み
の
木
ホ
ー
ム
（
相
模
原
市
）

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

　
「
買
い
物
な
ど
の
、
日
常
の
ち
ょ
っ

と
し
た
用
事
や
兄
弟
の
学
校
行
事
に
参

加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
の
緊
急

的
な
用
事
の
ほ
か
、
親
自
身
が
生
活
や

介
護
に
追
わ
れ
、
心
身
共
に
疲
れ
て
ど

う
し
よ
う
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
時

に
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
を
預
か
っ
て

く
れ
る
所
が
欲
し
い
。
そ
ん
な
声
の
高

ま
り
を
う
け
、
昼
間
の
一
時
預
か
り

（
デ
イ
ケ
ア
）
か
ら
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
平
成
十
年
十
月
か
ら
は
、
二
十
四

時
間
対
応
の
、
夜
間
の
一
時
預
か
り

（
ナ
イ
ト
ケ
ア
）
も
開
始
し
、
こ
れ
ま

で
に
多
く
の
方
が
利
用
さ
れ
て
い
ま 「お楽しみ会」で開催したクリスマスパーティーのようす

す
」
と
鎮
守
さ
ん
。

　

ホ
ー
ム
を
利
用
す
る
理
由
は
、
親
の

文
化
活
動
や
家
族
の
病
気
、
冠
婚
葬
祭

等
様
々
で
す
が
、
そ
の
大
半
は
、
レ
ス

パ
イ
ト
で
の
利
用
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
「
最
近
で
は
、
デ
イ
ケ
ア
は
比
較
的

小
さ
い
子
ど
も
を
持
つ
親
が
、
放
課
後

や
土
曜
日
に
学
童
保
育
的
に
利
用
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
『
お
楽
し

み
会
』
な
ど
を
開
催
し
、
外
出
や
パ
ー

テ
ィ
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た

ナ
イ
ト
ケ
ア
で
は
、
自
分
の
子
ど
も

は
、
家
族
か
ら
離
れ
て
ホ
ー
ム
で
生
活

す
る
の
は
難
し
い
の
で
は
と
、
こ
れ
ま

で
利
用
す
る
こ
と
を
半
ば
諦
め
て
い
た

親
と
も
相
談
し
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
、
個
別
の

計
画
を
作
成
し
た
り
、『
体
験
宿
泊
』
に

参
加
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

送
迎
の
問
題
や
利
用
中
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
な
ど
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
利
用
者
が
心
地
よ
く
過
ご
せ

る
、
そ
し
て
親
子
の
心
の
拠
り
ど
こ
ろ

と
な
る
ホ
ー
ム
作
り
を
し
て
い
き
た
い

で
す
」
と
寺
嶋
さ
ん
は
今
後
の
活
動
に

向
け
意
欲
を
示
し
ま
す
。　
（
企
画
課
）

※　

疾
病
や
障
害
の
あ
る
方
々
の
家
族
を
、
一
時
的
に
介
護

か
ら
解
放
さ
せ
、
ほ
っ
と
一
息
つ
け
る
よ
う
に
す
る
援
助

　

障
害
の
あ
る
方
自
ら
が
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
選
択
し
て
利
用
す
る
「
支
援
費

制
度
」
が
、
四
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
と
考

え
る
全
て
の
方
々
が
、「
で
き
な
い
」

「
わ
か
ら
な
い
」と
い
っ
た
理
由
か
ら
、

不
利
益
を
被
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
行

政
は
も
と
よ
り
、
県
内
全
て
の
関
係
者

が
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
充
実
や
積
極
的

な
情
報
提
供
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ

ス
に
対
す
る
苦
情
や
権
利
侵
害
が
生
じ

た
場
合
の
支
援
機
関
等
も
、
地
域
に
整

備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
親
の
会
独
自
で
、
二
十
四

時
間
対
応
の
レ
ス
パ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス

（
※
）
を
行
っ
て
き
た
「
も
み
の
木
ホ

ー
ム
」（
以
下
、
ホ
ー
ム
）
所
長
の 
鎮  
守 

ち
ん 
じ
ゅ

さ
ん
と
所
長
代
理
の
寺
嶋
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

心
地
よ
い
も
う
一
つ
の「
家
」に

　

ホ
ー
ム
は
、
相
模
原
市
内
で
障
害
の

あ
る
子
ど
も
を
持
つ
親
の
会
で
あ
る

「
相
模
原
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」（
現

在
の
「
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
」）
が
、
昭

和
五
十
七
年
に
開
所
し
ま
し
た
。

も
み
の
木
ホ
ー
ム

連
絡
先
�　

－
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－社会福祉施設の設計監理－

安江設計研究所株式
会社
YASUE　&　ASSOCIATES’ Inc.

東京都港区高輪２－１９－１７－８０８

TEL ０３（３４４９）１７７１�／FAX ０３（３４４９）１７７２
E－mail：yasue-a@nifty.com 新築・増築・改修等お気軽にご相談ください

養護ホーム（平塚市）
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